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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年2月26日(2015.2.26)

【公開番号】特開2012-146654(P2012-146654A)
【公開日】平成24年8月2日(2012.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-030
【出願番号】特願2012-603(P2012-603)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  14/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/04     (2014.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/42     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   14/00     　　　Ｐ
   Ｈ０１Ｌ   31/04     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｌ   31/04     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成27年1月5日(2015.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衝突する偏光に応答して電気エネルギーを生成する光吸収層と、
　前記吸収層から電気エネルギーを導出するための反対極性の第１および第２の電極であ
って、前記第１および第２の電極は、前記光吸収層の対向する側においてかつ光吸収層と
ほぼ平行に、互いに平行に配置されており、さらに
　２つの平行な平面を有する固体透明基板であって、前記２つの平面の一方は前記電極の
一方に接触して被覆し且つ前記接触して被覆する平面に埋め込まれた二重溝回折格子を有
し、当該二重溝回折格子は、前記吸収層表面の実質的全体に入射する垂直偏光の選択され
た１次成分を前記吸収層に主に結合するために、前記平面の実質的全体に亘って配置され
且つ前記基板と一体の、規則的な間隔を有する二重幅誘電回折格子要素を備える、前記固
体透明基板と、を備える太陽電池。
【請求項２】
　請求項１に記載の太陽電池において、前記光吸収層は色素増感されている、太陽電池。
【請求項３】
　請求項１に記載の太陽電池において、前記光吸収層は有機質である、太陽電池。
【請求項４】
　請求項１に記載の太陽電池において、前記光吸収層は平行な入射面と対向面とを有し、
さらに前記二重溝回折格子は垂直入射光を入射面にのみ結合するために前記光吸収層に関
連して配置されている、太陽電池。
【請求項５】
　請求項４に記載の太陽電池において、前記入射面に入る入射光は、少なくとも２回の内
部反射の後でのみ前記対向面から出射する、太陽電池。
【請求項６】
　請求項４に記載の太陽電池において、さらに、前記対向面に隣接して配置された金属反
射層を備える、太陽電池。



(2) JP 2012-146654 A5 2015.2.26

【請求項７】
　平行な入射面と対向面とを有する光吸収層と、
　前記光吸収層から電気エネルギーを導出するための第１および第２の電極と、および
　第１および第２の二重溝回折格子であって、それぞれの格子は透明基板を備え、該透明
基板は２個の平行な表面と、電極に接触する前記表面にのみ埋め込まれた二重溝特性の誘
電回折格子要素を有し、それによって前記基板の他方の表面上に入射する光が格子要素上
に衝突する前に前記基板を通過するようにされており、前記二重溝回折格子の一方は垂直
入射偏光の選択された１次成分を主に前記吸収層に結合するように適応され、前記二重溝
回折格子の他方は、前記結合された１次成分の反射を、前記吸収層を通る複数の反射の後
に、前記吸収層から出るように結合するように、前記対向面と関連付けられており、前記
回折格子は光の前記選択された１次成分を前記光吸収層の入射面の実質的全体に向けるよ
うに構成されている、前記第１および第２の二重溝回折格子と、を備える、太陽電池。
【請求項８】
　第１の電極層と、
　第２の電極層と、
　光入射面を有する光吸収層と、
　前記第１および第２の電極層と、前記光吸収層と電解質とを収容するセル構造と、およ
び
　垂直入射偏光の選択された１次成分を主に前記光吸収層に結合するための二重溝回折格
子であって、前記二重溝回折格子は、第１および第２の平行表面を有する固体透明基板を
備え、前記第１の平行表面はその表面上に偏光が衝突する表面であり、前記第２の表面は
前記光吸収層に最も近く、前記二重溝回折格子は、前記第２の表面に沿って且つその表面
中にのみ埋め込まれた、規則的に配置された複数の二重幅格子要素を備える、前記二重溝
回折格子と、を備える、太陽電池。
【請求項９】
　請求項８に記載の太陽電池において、前記光吸収層は色素増感されている、太陽電池。
【請求項１０】
　第１および第２の平行で対向する表面を有する有機光吸収層と、
　回折光を透過させるように働き且つ前記対向する表面の１つに結合された、光学的に透
明な電極と、
　回折光を反射させるように働き且つ前記対向する表面に結合された、光学的に反射性の
電極と、および
　２つの平行で平坦な表面を有するガラス層であって、入射光の１次成分を前記光学的に
透明な電極を介して前記光吸収層に主に結合するために、前記表面の一方は前記光学的に
透明な電極に接触して被覆し且つ前記接触して被覆する表面に埋め込まれた二重溝回折格
子を有し、それによって入射光の前記１次成分が、内部反射に基づいて複数回前記有機光
吸収層を通過する、前記ガラス層と、を備える太陽電池であり、
　前記太陽電池は有機太陽電池である、太陽電池。
【請求項１１】
　請求項１に記載の太陽電池において、前記二重溝回折格子は、５４０ｎｍから８００ｎ
ｍの範囲内の波長λを有するＳ偏光垂直入射光の少なくとも５０％を、内部反射の臨界角
よりも大きな角度で１次回折成分中に透過的に結合するように構成されている、太陽電池
。
【請求項１２】
　請求項７に記載の太陽電池において、前記第１および第２の回折格子は主に垂直入射光
の正の１次成分を、内部反射の臨界角よりも大きな角度で前記吸収層に結合する、太陽電
池。
【請求項１３】
　請求項８に記載の太陽電池において、前記回折格子は主に垂直入射光の正の１次成分を
、内部反射の臨界角よりも大きな角度で前記吸収層に結合する、太陽電池。
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【請求項１４】
　請求項１０に記載の太陽電池において、前記回折格子は主に垂直入射光の正の１次成分
を、内部反射の臨界角よりも大きな角度で前記吸収層に結合する、太陽電池。
【請求項１５】
　請求項１に記載の太陽電池において、前記二重溝回折格子は、一連の広い溝とこれと交
互の狭い溝とを備え、それぞれの広い溝の幅Ｗ１、それぞれの狭い溝の幅Ｗ２、広い溝と
これに最も近い狭い溝との間の中心間距離Ｄ１、溝深さＤ２および周期Ｐによって特徴づ
けられ、かつ、Ｗ１は１７０ｎｍ、Ｗ２は５０ｎｍ、Ｄ１は１９０ｎｍ、Ｄ２は４９０ｎ
ｍおよびＰは５４０ｎｍである、太陽電池。
【請求項１６】
　請求項７に記載の太陽電池において、前記第１および第２の二重溝回折格子のそれぞれ
は、一連の広い溝とこれと交互の狭い溝とを備え、それぞれの広い溝の幅Ｗ１、それぞれ
の狭い溝の幅Ｗ２、広い溝とこれに最も近い狭い溝との間の中心間距離Ｄ１、溝深さＤ２
および周期Ｐによって特徴づけられ、かつ、Ｗ１は１７０ｎｍ、Ｗ２は５０ｎｍ、Ｄ１は
１９０ｎｍ、Ｄ２は４９０ｎｍおよびＰは５４０ｎｍである、太陽電池。
【請求項１７】
　請求項７に記載の太陽電池において、前記第１および第２の二重溝回折格子は互いに鏡
像となるように配置されている、太陽電池。
【請求項１８】
　請求項８に記載の太陽電池において、前記第１および第２の二重溝回折格子のそれぞれ
は、一連の広い溝とこれと交互の狭い溝とを備え、それぞれの広い溝の幅Ｗ１、それぞれ
の狭い溝の幅Ｗ２、広い溝とこれに最も近い狭い溝との間の中心間距離Ｄ１、溝深さＤ２
および周期Ｐによって特徴づけられ、かつ、Ｗ１は１７０ｎｍ、Ｗ２は５０ｎｍ、Ｄ１は
１９０ｎｍ、Ｄ２は４９０ｎｍおよびＰは５４０ｎｍである、太陽電池。
【請求項１９】
　請求項１０に記載の有機太陽電池において、前記第１および第２の二重溝回折格子のそ
れぞれは、一連の広い溝とこれと交互の狭い溝とを備え、それぞれの広い溝の幅Ｗ１、そ
れぞれの狭い溝の幅Ｗ２、広い溝とこれに最も近い狭い溝との間の中心間距離Ｄ１、溝深
さＤ２および周期Ｐによって特徴づけられ、かつ、Ｗ１は１７０ｎｍ、Ｗ２は５０ｎｍ、
Ｄ１は１９０ｎｍ、Ｄ２は４９０ｎｍおよびＰは５４０ｎｍである、太陽電池。
【請求項２０】
　第１の平坦な光起電表面と第２の平坦な光起電表面とを有する光起電的にアクティブな
サブアッセンブリであって、前記第１および第２の平坦な光起電表面は互いに対向し且つ
平行であり、前記光起電的にアクティブなサブアッセンブリはさらに、
　　　波長λによって特徴付けられる光のスペクトル成分を吸収するように作用する光吸
収層であって、前記光のスペクトル成分は光源から伝搬し、前記光吸収層はさらに、前記
光のスペクトル成分の前記吸収に応答して電子励起を生成するように作用する、前記光吸
収層と；
　　　第１の極性を有しかつ第１の電極材料からなる第１の電極であって；前記第１の電
極は前記平坦な光起電表面の少なくとも一部を形成し且つ前記光吸収層と接触し；前記第
１の電極材料は前記光のスペクトル成分に向かって実質的に透明であることによっておよ
び光のスペクトル成分に対する屈折率ｎ（電極）によって特徴付けられる、前記第１の電
極と；および
　　　第２の極性を有し電解質を介して前記光吸収層と電気的に通信する第２の電極と、
を備える、前記サブアッセンブリと；
　第１の基板材料からなる第１の基板であって、当該第１の基板は前記第１の平坦な光起
電表面の一部分と平行に接触する第１の基板表面を有し；前記基板材料は、前記光のスペ
クトル成分に対して実質的に透明であることによって且つ前記光のスペクトル成分に対す
る屈折率ｎ（基板）によって特徴付けられる、前記第１の基板と；
　前記第２の平坦な光起電表面と平行に接触する第２の基板表面を有する第２の基板と；
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を含み、
　前記第１の基板表面と第２の基板表面の少なくとも一方は二重溝回折格子を備え、前記
第２の基板は、前記第２の基板表面が二重溝回折格子を備える場合前記基板材料からなり
；前記二重溝回折格子は、
　　　前記基板の前記平坦な表面において形成された複数の規則的に交互とされた複数の
広い溝と狭い溝であって、それぞれの広い溝はより近く隣接する狭い溝とさらに遠い隣接
する狭い溝を有するように形成された、前記複数の規則的に交互とされた複数の広い溝と
狭い溝と；さらに
　　　複数の格子要素であって、前記複数の格子要素のそれぞれの格子要素は格子材料か
らなり、かつ、前記規則的に交互とされた複数の広い溝と狭い溝の広いまたは狭い溝を充
填し；前記格子材料は前記光のスペクトル成分に対して実質的に透明であることによって
かつ前記光のスペクトル成分に対する屈折率ｎ（格子）によって特徴付けられる、前記複
数の格子要素と；を備え、
　　　前記光のスペクトル成分がＳ偏光でありかつ前記二重溝回折格子に垂直な角度で前
記基板材料を通って前記二重溝回折格子に伝搬する場合、前記二重溝回折格子は前記光の
スペクトル成分を、少なくとも５０％の結合効率と回折角θで、選択された１次の回折成
分に透過的に回折するように構成され；前記光のスペクトル成分が前記光起電的サブアッ
センブリを通って前記二重溝回折格子に角度θで伝搬する場合、前記二重溝回折格子は、
前記光のスペクトル成分を前記二重溝回折格子に垂直な伝搬ベクトルに沿って主に透過的
に回折するように構成され；光のスペクトル成分が前記光起電性サブアッセンブリを通っ
て前記二重溝回折格子に垂直な伝搬ベクトルに沿って前記二重溝回折格子に伝搬する場合
、前記二重溝回折格子は光のスペクトル成分を回折角－θで回折成分へ主に反射的に回折
するように構成され；さらに、光のスペクトル成分が前記光起電性サブアッセンブリを通
って前記二重溝回折格子に角度－θで伝搬する場合、前記二重溝回折格子は、光のスペク
トル成分を、前記二重溝回折格子に垂直な伝搬ベクトルに沿って回折成分に主に反射的に
回折するように構成され；さらに
　前記λは５４０ｎｍから８００ｎｍの範囲内であり前記光のスペクトル成分はＳ偏光で
ある、太陽電池。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の太陽電池において、前記第１の電極材料、前記基板材料、および前
記格子材料の屈折率は、ｎ（基板）＜ｎ（電極）＜ｎ（格子）の関係によって特徴付けら
れる、太陽電池。
【請求項２２】
　請求項２０に記載の太陽電池において、前記第１基板表面と前記第２基板表面は二重溝
回折格子を備える、太陽電池。
【請求項２３】
　請求項２０に記載の太陽電池において、前記二重溝回折格子は、それぞれの広い溝の幅
Ｗ１、それぞれの狭い溝の幅Ｗ２、広い溝とそれに最も近い狭い溝との間の中心間距離Ｄ
１、溝深さＤ２および周期Ｐによって特徴付けられ、Ｗ１は１７０ｎｍ、Ｗ２は５０ｎｍ
、Ｄ１は１９０ｎｍ、Ｄ２は４９０ｎｍおよびＰは５４０ｎｍである、太陽電池。
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